
テーマ 新規

事業分類 事業種別

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

科手土井線道路整備事業(広場整備工
事）

市の自然と歴史文化をつなぐ新たなウェルカムゲートとして
広場の整備を行う。京都府は27年度に道路工事予定。市では
26年度に歩道、27年度に広場工事着工予定。

歩道改良工事　延長　62ｍ

公民館施設整備事業
地域住民の交流拠点である川口コミュニティセンターの大規
模改修を行うための実施設計

実施設計

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

農産物直売所施設整備
本市の地産地消を推進し、常設の直売所を設置することで生
産者と消費者の結びつきを深め、農業振興と地域経済の活性
化を図る。

八幡市立やわた流れ橋交流プラザ「ひまわり」、「つば
き」、通路部分の改修

市民協働活動センター運営事業
ＮＰＯ団体等の活動を支援するため、共有スペースとして25
年度から本格的に利用開始、26年度は更なる活性化、利用促
進を図る。

利用者数　1,226人(26年度)

橋本駅周辺拠点整備事業
踏切の影響で交通アクセスが弱かった橋本駅周辺を、府道京
都守口線との結節（高架道路新設）や駅前ロータリーやを一
体的に整備し、駅周辺の活性化を図る。

京阪本線橋本駅下手橋梁架設工事 等
　　橋台１基、橋梁上部工、鉄道施設移設工

プロジェクトの目的及び概要

・常設の農産物直売所は、生産者と消費者の間の情報の流通ができ、また新たな雇用の引き金とすることが可能である。
・第４次八幡市総合計画のリーディングプロジェクトの１つである交流拠点整備プロジェクトとして、京阪橋本駅の駅前広場と府道京都守口線、アクセ
ス道路の一体的な整備による交通結節機能の強化を図る。
・自治会が活動する施設整備への助成、整備を行い、様々な市民活動の場を提供することで、市民協働によるまちづくりを目指す。

総事業費（千円） 592,829 本年度事業費（千円） 521,214 交付金額（千円） 8,838

プロジェクトを構成する事業の平成２６年度事業実績（出来高数値等）

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２６年度分）

団体名：八幡市

プロジェクト名 地域創生！元気なにぎわいプロジェクト 実施期間
平成26年度～
平成27年度

地域産業の育成 新規・継続の区分

地域における現状、課題及び住民ニーズ

・農業生産者と消費者の結びつきを深めるような、常設の直売所が必要である。
・橋本駅周辺は踏切の影響で府道京都守口線との交通アクセスが弱い。
・淀川三川合流、石清水八幡宮、流れ橋等の観光資源のＰＲが十分ではなく、観光、産業の発展に課題を残している。
・核家族、高齢者世帯、単身世帯の増加等による地域コミュニティの希薄化。
・地域住民が交流活動を行う地域集会施設の老朽化、使い勝手の悪さ等を改良するための整備、また自治会、 ＮＰＯ、ボランティア団体等の活動を活
発化するため、活動拠点となる施設の活発化が望まれている。



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２６年度分）

団体名：八幡市

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

障害者福祉施設、やわた作業所エレ
ベータ改修工事

観光協会新規事業助成
展示等の観光案内版の観光名所12箇所の写真にスマートフォ
ンをかざすと音声データやプロットで紹介。また、案内所内
閲覧用ＰＣ購入を助成する。

ＡＲコンテンツ導入

宇治茶広域宣伝助成事業
「宇治新茶・八十八夜茶摘みの集い」や平安神宮で行われる
「宇治新茶の無料接待」などのイベントの開催に助成する。

抹茶の消費拡大にむけたＰＲ事業

場所　　　橋本奥ノ町16番地
表示内容　写真と説明文
大きさ　  0.6ｍ×0.6ｍ

コニュニティバス運行事業
市内公共施設等を巡回するバスを運行し、住民間交流のため
の足を確保し、活力あるまちづくりの一助とする

住民が
取り組む

事業

コミュニティ施設整備事業
自治会からの要望により、交流施設である集会所（三区自治
会公会堂・戸津公会堂）の改修を助成する

三区自治会公会堂、戸津公会堂、上区公会堂

住民
協働
事業

八幡で買おう応援事業助成

地元消費の推進を目的に、八幡市内の商業団体又は複数商店
が組織する実行委員会等が行う販売促進事業、イベント等に
対して助成する。

実施主体
　八幡市商工会、商業団体又は複数商店

高野街道八幡まちかど博物館協議会助
成

第３回「八幡まちかど雛まつり事業」（主催：東高野街道八
幡まちかど博物館協議会）に助成する。

主催　東高野街道八幡まちかど博物館協議会
日時　26年４月１日～13日

市町村
実施事業

二宮忠八翁飛行機研究地跡案内板設置 二宮忠八翁飛行機研究地跡案内板設置

乗車人員　94,704人（平均乗車数12.9人／便）

　障がいのある人の「自立したい」という願いに応えるため
のやわた作業所のエレベータ（22年経過）を改修する。

エレベータ改修

有都交流センターバリアフリー等改修
工事実施設計

高齢者・障がい者にも利用しやすいように有都交流センター
のバリアフリー化の実施設計を行う。

エレベーター・多目的トイレ・自動ドア設置等

バス停上屋新設事業
公共施設、医療施設、福祉施設の最寄停留所に上屋を新規設
置

設置場所　おさ田



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２６年度分）

団体名：八幡市

○ （左の理由）

（理由） （時期）

◎ （左の理由）

（理由） （時期）

本プロジェクトに
対する自己評価

関連事業との連携効果
関連事業のコミュニティバス運行事業は、文化センターに来客する方が直接やわた流れ橋交流プラザ施設にいくための貴重
な交通手段となっている。

府と市町村等との連携に資する成果
京都府と連携し、踏切の影響で交通アクセスが弱かった橋本駅周辺を、府道京都守口線との結節（高架道路新設）を整備
し、駅周辺の活性化を図る。

住民の自治意識を高める成果

廃校となった旧八幡東小を市民活動拠点の整備をしたことに伴い、整備地へのコミュニティバスのルート変更を行い、地域
の交通手段の円滑化を図った。

広域的波及成果

その他の成果

住民自治の中心である集会所の改修に対して助成することにより、住民交流の活性化に寄与した。

リーディング・モデル成果

行財政改革に資する成果

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

生産者と消費者の結びつきを深め、農業振興と地域経済を活性化する農産物直売所をオープンすることができた。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

利用者数　1,226人(26年度)

成果指標の達成状況 市民協働活動センターの利用者数が目標数値を上回った。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値
農産物直売所（常設）
　０→１か所　10月オープン予定
　10月から３月まで　60,000人来場者予定

成果指標の実績値
（27年４月１日時点）

売上客数　22,266人
農産物直売所（常設） ０→１か所

成果指標の達成状況 農産物直売所をオープンすることができた。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成
果
指
標
②

成果指標の目標数値 市民協働活動センター　利用者数　1,000人(26年度)
成果指標の実績値

（27年４月１日時点）



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２６年度分）

団体名：八幡市

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。


